
令
和
２
年
９
月
１
日
、
剣
淵
町
小
学

校
前
の
兵
村
碑
前
に
お
い
て
令
和
２
年

度
剣
淵
町
開
村
祭
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

開
村
祭
記
念
式
典
で
は
、
晴
天
の
下

ご
列
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
よ
り
、

剣
淵
町
の
開
拓
や
礎
を
築
き
あ
げ
た
先

人
の
労
苦
に
感
謝
の
意
を
込
め
、
兵
村

碑
に
向
い
黙
祷
を
捧
げ
、
献
花
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
セ
ン
タ
ー
大
集
会
室
に

お
い
て
、
剣
淵
町
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
、

各
種
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
剣
淵
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰
】

◆
功
労
表
彰 

 

【
東

町
】

髙
草
木

 
 

優

【
元

町
】

竹

内

和

寛

【
屯
田
町
】

畠

山

真
紀
子

【
藤
本
町
】

大

西

雅

文

（
町
議
会
議
員
及
び
地
方
自
治
法
、
そ

の
他
法
令
に
定
め
る
委
員
並
び
に
各

種
委
員
会
の
委
員
と
し
て
満
12
年

以
上
勤
続
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な

方
）

【
西

町
】

 
 
 
 
 
 
 

有

川

知
恵
子

【
北
広
島
市
】

 
 
 
 
 
 
 

大

野

睦

子

（
町
の
公
益
の
た
め
多
額
の
金
品
を
寄

附
し
ま
た
は
奇
特
の
行
為
が
あ
っ
た

方
）

【
剣
淵
町
永
住
功
労
表
彰
規
則
に
基
づ

く
表
彰
】

昭
和
20
年
９
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
、
昭
和
45
年
12
月
31
日

ま
で
に
定
住
し
、
引
き
続
き
現
在
居

住
し
て
い
る
方

【
西

町
】 

 

遠

藤

榮

子

倉

光

勝

義

佐

藤

加
代
子

新

見 
 
 

操

本

間

ひ
と
み

松

田

昭

子

【
緑

町
】

北

島

和

子

田

中

紘

子

【
仲

町
】

金

子

富

彦

中

上

勝

也

廣

富

久
美
子

山

田

靖

子

【
元

町
】

伊

東 
 
 

勝

川
眞
田

ア
ヤ
ノ

佐

藤

マ
サ
子

松

實

正

明

村

岡

啓

子

【
屯
田
町
】

石

川

淑

子

渡

部

利

男

【
旭

町
】

上

林

京

子

精

進 
 
 

強

【
南
桜
町
】

北

越

幸

枝

【
西
岡
町
】

井

下

和

紀

鴻

野

和

子

佐
々
木

勝

實

【
西
原
町
】

阿

部

軍

誠

伊

東

眞

琴

伊

東

美
智
江

鈴

木

富
士
子

【
東

町
】

荒 
 
 

一

夫

窪

井

美
智
子 

 
 
 
 
 
 
 

笹

田

八
千
代

鈴

木

一

男

【
藤
本
町
】

 
 
 
 

樫

原

昌

博

谷

口

芳

乃 
 
 
 

表
彰
者
一
覧

（
41
名
敬
称
略
・
順
不
同
）

▲町民センターで行われた表彰式典


